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バス利用促進に向けた取り組みについてバス利用促進に向けた取り組みについて

平成18年12月21日

資料４－２

■施策１
連節バスを基軸とした新たな公共交通システム
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経緯経緯
藤沢市西北部地域
昭和３０年代 職住一体の地域開発を目指し

「藤沢市総合都市計画」策定

平成２年
「健康と文化の森計画」に基づき

慶應義塾大学開設

藤沢市西北部地域の就業定住人口は
急激に増加を続けている

平成１１年 小田急江ノ島線湘南台駅に
「相模鉄道いずみ野線」「横浜市営地下鉄」
が乗り入れ

湘南台駅 利用者が急増、駅前広場の交通処理機能が飽和状態となる

大規模住宅団地開発大規模工業団地開発

■連節バスを基軸とした新たな公共交通システム
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湘南台駅湘南台駅 駅前広場駅前広場
バス交通処理機能の不足に対する処置バス交通処理機能の不足に対する処置

警察署
一般車両の
駅前広場乗入れ規制

慶應義塾大学
交通指導員を配置

藤沢市・当社
乗場分散

平成１５年「藤沢市・新たな公共交通システム導入検討委員会」設立

根本的な解決策
とはなっていない

連節バスを基軸とした連節バスを基軸とした新たな公共交通システムの導入決定！！新たな公共交通システムの導入決定！！

西北部地域
交通不便地域

自家用車の
送迎で
駅周辺渋滞

バス交通サービスの充実・促進
輸送力増強 など

解決策を検討

■連節バスを基軸とした新たな公共交通システム

3



3

【幹線】
湘南台駅西口～（急行・南大山）～慶応中高等部前

４．２ｋｍ 平日３８回
土曜２９回

休日 運休

湘
南
台
駅

至・横浜駅

相模鉄道いずみ野線

横浜市営地下鉄線

至・新宿駅

小
田
急
江
ノ
島
線

至・江ノ島駅

湘南台駅西口

南大山

慶応大学

慶応大学本館前

慶応中高等部前

御所見総合クリニック

至・辻堂駅北口

幹線
(基幹バスとしてノンステップ連節バスを導入)

１８０円１７０円

２１０円

フィーダーバス路線
（小型ノンステップバス導入）

１７０円均一
（慶応大学乗継の場合
乗継割引で７０円引き）

【フィーダー】
慶応大学～（御所見総合クリニック）～慶応大学

７．７ｋｍ 平日３１回
土曜１５回
休日１５回

ＰＴＰＳ制御区間

システム概要（導入路線）

■連節バスを基軸とした新たな公共交通システム
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道路交通の円滑化
交通事故の抑制

沿道環境の改善
地球環境の保全

連節バスの導入 フィーダーバスの運行

歩道空間の確保
安全で快適な
歩道空間の再生

CO2,NOx,PMの
総排出量削減

交通総量の抑制

バス運行回数の減少
自家用車の抑制

交通不便地域の解消一度に大量の輸送可能

滞留人員の減少

導入効果導入効果

■連節バスを基軸とした新たな公共交通システム
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『ツインライナー』は、「交通バリアフリー法」に
対応した、日本初のノンステップ連節バスです。
長さは17.99mと、通常のバスの約1.5倍の長さ
で、定員も129名（旅客128名＋乗務員1名）と
約2倍に相当するものです。車両はドイツ生まれ
のヨーロピアンスタイルで、カラーは街並みに明
るく華やかな雰囲気を添えるピーチピンクを採用
しました。乗降しやすいノンステップの入り口か
らは、平面床が約15m続きます。

平面床が15メートル続く車内前部車両が見られる後部車両の広い窓車体後部には「追越し注意！」の表示

■連節バスを基軸とした新たな公共交通システム
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長い車体にも拘らず内輪差は通常のバスより
若干大きい程度です。また、最小の回転半径
は約10mで普通のバスとほぼ同じです。
連節部の室内床面は、ターンテーブルで接合、
坂道走行時も床の段差がほとんど生じないよう
工夫されています。

【運転】

ドイツのバスメーカー・ネオプラン社製の車両を、
「交通バリアフリー法」をはじめ、日本の基準に適
合するよう仕様を改良しました。
導入に際しては、環境に対する意識の高いヨー
ロッパの中でも、ドイツに視察の上、検討・準備を
重ねてまいりました。

【車内：ドイツ製の車両を日本仕様に改良】

■連節バスを基軸とした新たな公共交通システム
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■連節バスを基軸とした新たな公共交通システム

「ふじみ号」は、湘南台駅西口から運行
するツインライナーと接続して、慶応大学
から獺郷・宮原・打戻地区を循環する、ご
高齢の方にも優しいノンステップバスです。
車内には、到着予定時刻や、慶応大学
で乗り継ぐ全てのバスの発車時刻、湘南
台駅西口および辻堂駅北口までの到着予
定時刻も表示します。
従来の大型バスでは運行できなかった
狭い道を運行します。
8

基幹バス（ノンステップ連節バス・Ｔｗｉｎ Ｌｉｎｅｒ）車両概要

全長１７.９９ｍ

高さ
３.０７ｍ

幅
２.５ｍ

定員
座席 立席 合計

前車両 ２３名 ５６名 ７９名 +乗務員１名
後車両 ２２名 ２７名 ４９名
合計 ４５名 ８３名 １２８名 +乗務員１名

ネオプラン社製 N４４２１

リアエンジン
３軸駆動
１１．９６㍑
３６０馬力
排出ガス規制・ユーロ３

最小回転半径 １０.００４ｍ

■連節バスを基軸とした新たな公共交通システム
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フィーダーバス（小型ノンステップバス・ふじみ号）車両概要

全長６.９９ｍ

高さ
２.９７ｍ

幅
２.０６ｍ

定員
座席 立席 合計
１４名 １７名 ３１名 +乗務員１名

リアエンジン
２軸駆動
４．８９㍑
１８０馬力
排出ガス規制・新短期

最小回転半径 ５．７ｍ

車両総重量 ７．７３ｔ

三菱社製 ＰＡ－ＭＥ１７ＤＦ

■連節バスを基軸とした新たな公共交通システム
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■施策２
バス総合運行管理システムの導入
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バス車両

ダイヤシステム

バス運行管理システム（各営業所）

バスロケーションバスロケーション
サーバサーバ

停留所別
車輌通過
実績

系統別
所要時分

遅延
停留所
一覧表

待機時分
一覧

車輌別
停留所通過
実績

乗務員別
停留所
通過実績

バス運行情報システム（公開）

接近情報表示 到着時刻指定表示 行き方検索表示

接近情報表示 行き方検索表示車輌情報表示

情報蓄積

業務の
効率化・迅速化

システム相関図
運行状況提供
待ち時間の短縮

GPS衛星GPS衛星GPS衛星

走行中の車両の位置・速度・時刻情報を収集します

各種運行管理用データベース

■バス総合運行管理システム
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③帳票：系統別所要時分
蓄積されたデータから、様々な帳票が出力する事が出来ます。
今回は、その中より「系統別所要時分」帳票をご紹介いたします。

②地図表示
指定した車両を地図上に表示します。
「実車」「回送」「貸切」を選択（全て表示することも可能）して表示し、
遅れ時分も表示します。

①運行状況一覧
運行中の車両状況を一覧表示します。

■バス総合運行管理システム

【運行管理機能】
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【運行管理機能】①運行状況一覧

運行状況一覧では、『予定時刻差順』に表示します。

１０分未満の遅れがある

１０分以上の遅れがある

■バス総合運行管理システム

運行路線の変更を指示
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指定した表示車両の条件により、地図上にバスの現在位置・進行方向を表示します。
実車と回送及び貸切車両は色分け表示し、実車と回送については運行状況を右欄に表示します。

【運行管理機能】②地図表示

地図上に表示する
車両を選択

車両の遅れ情報を表示

地図上に車両を表示

■バス総合運行管理システム
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【運行管理機能】③帳票：系統別所要時分

■バス総合運行管理システム
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①バスの接近表示
指定したバス停について、系統・行き先・接近情報を表示します。

②系統図表示
該当の系統図を表示し、バスの現在位置を表示します。

③到着時刻指定表示
乗車及び降車停留所と降車停留所への到着時刻を指定して、該当するバスを
表示します。

④行き方表示
乗車停留所から降車停留所までのバス間の乗り継ぎ情報を表示します。

⑤時刻表表示
指定したバス停の時刻表を表示します。

⑥車両指定通過予測表示（携帯電話Web）
携帯サイトで車両指定により停留所ごとの通過（到着）予測を表示します。

■バス総合運行管理システム

【情報提供機能】
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バスの接近情報表示 行き方表示到着時刻指定表示

【情報提供機能】パソコン版

http://real.kanachu.jp/pc/jsp/SelectArea.jsp

『バス運行管理システム』パソコン版TOP画面
URL

■バス総合運行管理システム
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【情報提供機能】携帯電話版

接近情報表示 行き方表示 車両情報表示時刻表表示

http://real.kanachu.jp/mobile/area

『バス運行管理システム』携帯電話版TOP画面
URL

【２次元コード】

■バス総合運行管理システム
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■バス総合運行管理システム

○導入実績

• 平成１７年２月に、厚木・愛甲地区を運行する全車両へ導入。

• 以降、藤沢（湘南台地区）、横浜（上大岡地区）へ導入を拡大。

• 現在の導入車両数は、３２６両。
（今年度末に相模原、町田・多摩地区へ導入予定。＋５３０両）

○アクセス件数（平成１８年１０月）

• １ヶ月 １２８,８３０件

• １日平均 ４,１５０件

20

■施策３
ＰＴＰＳ（公共車両優先システム）の導入
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光ビーコン
①

信号A 光ビーコン
②

信号A 光ビーコン
③

信号B 信号C 信号D

信号制御信号制御

先発

次発

次々発

信号制御信号制御

ＰＴＰＳ車載器
搭載車両

ＰＴＰＳ車載器
搭載車両

ＰＴＰＳ車載器
搭載車両

②～③区間の計画所要時間と
実所要時間とを比較し制御

①～②区間の計画所要時間と
実所要時間とを比較し制御

信号制御信号制御

①～②区間の計画所要時間と
実所要時間とを比較し制御

システム概要（湘南台駅～慶応大学間に採用した最新制御型）

先発車両の走行情報をもとに、複合的な信号制御を行い、後続車の交通にスムーズな流れを
作ります。この制御の連続により、幹線全体の渋滞緩和を図ります。

■ＰＴＰＳ（公共車両優先システム）の導入
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○導入実績

• 平成１１年度に、藤沢市内（ＪＲ辻堂駅～大規模住宅団地）へ
導入。

• 以降、藤沢、相模原、横浜、秦野市内の主要バス幹線へ導入
を拡大。

• 現在の搭載車両数は、２５７両。（今年度内に＋８４両）

■ＰＴＰＳ（公共車両優先システム）の導入
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■ＰＴＰＳ（公共車両優先システム）の導入

○導入効果 （神奈川県警資料）

公 共車両優先シ ステ ム (ＰＴＰＳ) 整備状況等 平成18年6月末
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平成18年12月整備のため、調査準備中20175.0km
秦野駅前交差点から
東海大学前交差点の間

県道平塚秦野及び
秦野市道

上り 32秒（5.7%）
下り 1分32秒（12.7%）

上り 9分24秒
下り 12分5秒

14162.5km
日野高校入口交差点から
上大岡駅入口交差点の間

県道横浜鎌倉

上り 2分46秒（16.1%）
下り 4分34秒（17.2%）

上り 17分13秒
下り 26分26秒

25143.5km
ロビシティー前交差点から
相模原公園入口交差点の間

県道相模原町田及び
相模原市道

上り 3分26秒（37.7%）
下り 53秒（11.9%）

上り 9分 7秒
下り 7分24秒

16134.4km
湘南台西口入口交差点から
遠藤矢向交差点の間

藤沢市道

上り 5分22秒（39.4%）
下り 2分30秒（22.2%）

上り 13分38秒
下り 10分43秒

14133.9km
湘南台駅西口入口交差点から
慶応大学前交差点の間

県道菖蒲沢戸塚

6分2秒（29.3%）21分35秒36115.3km
滝ノ沢不動(湘南ﾗｲﾌﾀｳﾝ)交差

点
からＪＲ辻堂駅北口交差点の間

県道藤沢平塚及び藤沢市道

制御効果
（旅行時間短縮）

事前旅行時間
（ピーク時平均）

制御
交
差点
数

整備
年度

距離整 備 区 間路 線 名


